
















要約:母子保健データバンクシステムを考えるにあたって、基礎的な検討として、全国保健

所を対象にコンピュータ利用状況を調査した。調査実数は全国保健所 845 カ所であり、う

ち回答のなかったものや回答はあったが、内容が矛盾しているものを除外した。 

有効回答率は 64.4%であり、集計結果を大まかにまとめると、ワードプロセッサの普及率

は約 75%であり、パーソナルコンピュータの普及率は約 64%であった。現在コンピュータを

利用している業務は食品衛生、患者管理、環境衛生、会計、保健婦活動記録、栄養指導で

利用度が高く、コンピュータ導入上の問題としては職員の知識不足、予算上の問題が大き

く、次いで操作性のよい適当なソフトがないことが障害になっている。 

現在のコンピュータ利用状況に関する意識は「妥当なところ」とする意見が多く、次いで、

「うまくいっていない」とするネガティブな意見が多い。コンピュータ利用に関する将来

像は「ゆくっりではあるがコンピュータ化が進む」といったニュアンスの意見が最も多く、

将来コンピュータ化したい業務は食品・環境衛生、会計、母子保健関連の健診などが挙げ

られている。 

今回は主として単純集計の抜粋データを掲げたが、保健所におけるコンピュータ導入や拡

張の際、考慮すべき大きな問題は、職員のコンピュータに対する知識不足を解消すること

と、操作性のよいソフトを開発することなどであろう。 


